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伊豆ゴージにおけるプレート境界の
「しんかい6500」潜航調査

新妻信明＊1　徐　垣゛1　D.Ｄｒｅｓｓｅｒ＊l

フ１りピ ン海プレ ー１が｡=１－ラシアプレートに沈み込むプレート現界にあたる駿

河 ｝ラフの南部にll・ する1戸豆ゴ ージにおい てｒしんかい6500 』に よる潜航調査を

行な った （北緯34 ’15,8’， 東経13ｒ29.5 ’， 水深3424-33181 ）｡ 伊 豆ゴージの西佃

alは 砂ｇ の薄旭を找むシルト岩からなる。このシル|･ 岩 試料の 夛ンノ化石年|りま

8卜92 万 年 吋であり，堆積深度は現在とほば同じ, 3000m 程 度 である。このシル ｝

岩は階段状に菫断層によって磚ら れている。球廖の浮遊性有孔虫化石，０･111ji,laは

55-69S に までつぷされている。この変形は，松崎隆起蛮力qt み 込んだ畤の強い圧

縮力によるものと考えられる。

東憮の趨は。玄武岩の沸岩およぴ火山角礫岩からなっており，地塁状地形を昆す

る。この地塁状地形4j ，プレ ート境 界が伊豆半島の北の足柄地衄から伊豆半鳥徇の

石廊海庭谷への移動と闘連していよう。

銭洲・松崎隆起昏・御坂隆起帶の形成と沈み込みは伊豆火山弧の携次週貍におい

て重要であ り，桷突サ イクルの畤掲区分にttJtlで きる。IIぷ躙 ２の隆起傴の形成は，

IIIが っ た境界に沿ってプレ ートが沈み込むために起こるものである。

Submersible  Survey  on the Plate boundary  at the Izu Gorge

with  "Shinkai 0500"

Nobuoki N1ITSUMA**  Worm SOH*2 David DRESSER'3

"Shirikai 6500"  submersible  survey  was  made  at the Izu Gorge  of the south-

ern  part of  the Suruga  Trough  (34e15.8'N. 138'29.5'H  ; depth  range  3 424-3

31Sni)  . Tlic Suruga  Trough  represents (he subducive  boundary  of tlic Philip*

pine  Sea Plate to the Eurasian  Plate. Tlic western  cliff of ihe Izu Gorge  con-

sists of siltstone intercalating thin sandstone  layers. The  nanno-fossil age  of

the  sihtstone (sample  62-2)  is 0.92-0.81 Ma  and  the depositions! depth  was

about  3 000m  as same  as present depth. The  siltstone is cut stepwise  by  nor*

mal  faults. The  fossil shells of  spherical planktonic  Foraminifera,  Oi'dw/ina.

were  deformed  55-60%.  which  can  be  estimated  as the icsults of the strong

stress caused  by the subcluction of the Matsuzaki  Uplift Zone.

The  eastern cliff consists of  basalt lava and  volcanic breccia. The  volcanics

foims  horst. wlueh  can  be related to the skip of tlic plate boundary  from  the
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Ashig;>ra area, north  of the Izn Peninsula  to the Iro Canyon,  south  of the Izu

Peninsula,

The  formation  and  subduciton  of the uplift zone,  Zcnesu  Ridge,  Maisuzaki

Uplift Zone  and  Misaka  Uplift Zone,  are important  in ihe eollisicnal process

of  the Izu Volcanic  Arc. The  stages can be  recognized  in the collisions) cyles,

using  the geological events  relating to the Uplift Zones.  The  formation  of the

uplift zone.  Stage  2, is caused  by  the subduciion  of  the plate along  the bend*

ing  boundary.

１．駿河トラフとプレート境界

駿河トラフはユーラシアプレートに属する静岡

旬とフィIJピン誨プレートに属する伊豆側が接す

るプレート境界である。これまで実施されてきた

潜航調査によると，涼河湾の西鉗（静岡側）には

本州曲来の泥岩・礫岩を主体とするトラフ底埋瞿

堆積物が，東釦（伊豆鮨）には火山岩類が存在し

ており，ユーラシアプレートに属する静岡側の堆

積岩の下にフィリピン海プレーＨこ属する伊豆側

の火山岩が沈み込むという従米からの予想を裏付

けている。従って，プレート墳界は，静岡側攅と

伊豆翻廻の岡に存在することになるが。このプレ

ート境界を世接観察するためには，トラフ底を埋

積する堆積物が存在しない峡谷状になっている所

を潜航鯛査しなければならない。このような目的

のために，伊豆半島松崎沖の石花海ゴージについ

て「しんかい加0｛｝」による潜航飼査が1982年以班

実施され，プレート境界の実体が明らかにされて

きている（新砌ほか，1990 ； 小|ljほか， 本号な

ど）。

今回は。プレート境界そのものを直接観察する

ために，石花海ゴ ージの南側に俺置する水深3

400m の伊豆ゴージにおいて「しんかい6500」に

よる潜航調査を1?なったのでその結果を催告する

（図 １）。 また，伊豆弧と本州の衝突が起こってい

るこの地域のテクトニクスを解明するための鍵と

なる疑問， 】）石花海ゴージで衝突している松崎

隆起帶｛･･･一代前の我洲海嶺｝が伊豆ゴージの静岡

側畑の下に沈み込み，通遇した潟ﾓ拠がある か，

２｝伊豆ゴージ東方の石廊海底谷が新たなプレー

ト境粱としての機能を始めているのか，について

資料が得られたので。それと関連する伊豆佩の衝

突過程についても触れることにする。

jJ6

Ｍ Ｉ　 駿 河 ト ラ フ のj ●形 と 榊 航丿皀 立 位 置 図 。 数 字IJ

「 し 人 か い 加00 」 潜 航 番 号 。621 よ 「 し ん か い

65 卯 」 第62 榊 航 位 置 。

Fig.1 （;eolIor 卩ｈｏｌｏａ･ ol lhe Suruga Tr Ｑug ● and sub-

mersibk* diving ｐＱｉ●ls. Nimbers represent  dive

number  ≪f sｕbileｒｓible ’･Slrinkai 2｛ＸＸ｝･･ ｡62

replleｓenlｓ 621d Dive ｇｆ ｓllbmer ｓjble ¨Shinkai

6800 ’

２． 潜 航 調 査

潜航：「しんかい6500 」第62 琳航

潜航11:1991 年 ６月181･|（旧 ５月 ７日）

翦底点 ：（北緯34 咬15.8 分，凍経138 度29.5 分，

水深341 杣 ）

ＰＭ］C. JAMS  I fcC Symp. Deep Sea Res.  (1992)



乗船研究者：新妻信明

潜航行動:

10時01 分：着水

ｎ時30 分：伊豆ゴージ南側に着底。伊豆ゴージ

の静岡側嵐を態察するとともに堆積岩試科C62-

1 ）を採取

12時40 分：伊豆ゴージ底を覿察しながら伊豆側

崖に向かう

13時16 分：伊豆ゴージの伊豆側崖に到着し，嵐

の散察と火ll」岩試科（６２-２，３，４）を採収。

】4時28分：髞底

15時40 分：海而に浮上

濳航調査ルート：母船「よこすか」によるシーピ

ーム海底地形図上に『しんかい6500』の航跡が打

ち出され，下船時 にコピーを入手できるか。「し

んかい6500」の測深値と40m も異なる所がある。

従って，航跡は変えずに，海底地形図上で測深依

が全体として最も良く合致する位置に航跡を平行

移動した後，測深覦に合致するように海底地形図

の等深餘を変更して潜航調査ルート図を作成した

（閉２）。航跡の平行移助は，南に70m ，丙に20E

であ り，図２中に十字で示した。

３．潜航調査概要

伊豆ゴージ底は礫貿であるが，一部に砂や泥が

堆倣しており，リップルマークの発達も兒られ

た。 水深は。翦底点から静岡祠へ向かって次第に

深くなる。

伊豆ゴージの静岡鮨躙にはシルト岩が露川して

いた。このシルト岩には塊状のものと，細粒砂岩

喞の挟在し層理の発達するものがあり，塊状のも

のが下位に存在している。また，このシルト倡の

上部には純白の火1LI灰屆および傴石火【||灰廏が找

在している( 写真２)。細紋砂岩薄繝の挟在する

シルト岩試料を採収した( 試料62-  I)。このシル

トＸ･試料のナンノ化石年代は，111形大学の圖・ 尚

武氏によると81万年菌から92万年前である。有孔

虫化石については。 節岡 人学の北里洋氏による

と，浮遊性有孔虫を95S 以上含み遠洋性で，古水

深は3000nl 程度と現在の水深3400・ とほほ|･司じ

深度に堆積したものであるが。 有孔虫殼は著しい

変形を絨っており，球形の浮遊性有孔虫Orbuli･la

盈は，S5から60 ％に までつぶされている。

静岡側ｉ のシルト岩の地層而の走1111は北北西

で，西に20-30度傾斜している。繝理の発達する

シルト岩の笳には，北側がステフプ状に落ちる正

断駟が観察された（写典 ））。その正断層の発達

するal の北側は破砕され，谷状に侵食されてい

た。この破砕方向は247-280度である。

静岡鉗lilを降りて伊豆ゴージ底を航走し，伊豆

惻に向かうと。腟積物で被われたゴージ底には黙

色の火||llの角礫が次第に多くなる。火111岩の礫

に混じって褐色の領石凝灰ytの巨礫も見られた。

ゴージ底が深くなった所で， 玄武岩溶岩の露頭

に到着した。玄武岩には北北西方向の節理が系統

的に笵達し（写詼３），焜の上は地塁状になり秋

いが平らになっている。その上而から３訥の火山

岩試科を採取した（62-2 : 安II.【:g. 62-3 : 玄武



岩，62-4 : 安山岩）。地塁狄の地形はずっと続

き，崖のところでは海流が早く，流されるために

充分な観察ができない まま地塁の上に出てし ま

い，Ｓを再び探さなければならなかった。線す際

にソナーカq殳立った。露出する岩石は何れも火111

岩類であるか，溶岩ないし火山角礫岩から火|||角

礫岩（写真４）と上方に変化している。

4 ｡ 伊豆弧衝突過程と銭洲海嶺の重要性

伊豆弧撓 突境界に当 たる海域 の駿河ト ラフと相

狡トラフ， 睦域の南部 フォッサマグナ地餓につい

て は，198｛｝年代の「しんかい2000
亅
に よる潜航鯛

査 お よ ぴ リ ソ ス フ ェ ア 探 査 閨 発 叶 画DELP

(Matsuda  &  Niitsuma, 1989 ； Niitsun･ａ. 1990）に

よってその理解は大 きく進んだ。こ れらの成果に

基づ き。伊豆弧衝突 を総合的に説明する衝突過狸

が 提la さ れて い る （新 妻. 1991 ； Niitsuma.

1992 ）。

こ の衝 突過 程では， 伊豆 弧の 衝突 過程に おい

て，月･沢サイクル，伊豆サイ クル，七島 サイクル

の ３つ の サイクル （eｙｃｌｅ）が 存在 してお り。そ

れぞ れのサイクルに 共通す る６つ の時期(stage)

が存在する という ものである （図 ３）。こ の共通

する時期とは。

時期 １：衝突 する地塊前面のプレートの沈み込

みｌ 始

時川 ２：衝突 する地塊 廁西方に|戔起帯の形成

時川 ３：衝突 する地塊 のプレ ート沈み込みに伴

う沈降

時知 ４：衝突に伴う礫 の供給 と沈降部の埋観

時釖 ５：衝突に伴うトラフのみjillllと閉塞による

河口三 角州・海底瑣状 地の発達

時!り』６：ト ラフの剛塞によ り， 衝奥地塊南方へ

のプ レー卩 尭界の移助

であるが。こ れは，従 来から考えられて きた衝突

遇程に時期２と||剥明５を加えた ものであ る。

現在の蟶lilr F ラフは， 伊豆サイクルの時期５に

当たり， 石花海ゴージの閉路に よって， トラフ奥

郤の富 士川iIII口には巨 大な三角州・海底ｇ 状地 が

形成 されてい る （lg14 ）。 次 の衝突鮑塊 となる伊

豆七鳥海域では， 七鳥サ イクルの時期 ２に当たっ

ており。銕州海嶺か形成 されてい る（回5J 。

七島サ イクル荊の伊Ｍ サイクルにおけ る時期 ２

図3　fj1 豆 弧 の 衝 突 過 程 。 地 質 年 代 と 蔬 第 三 紀||¥ 階 区

分 はNiits ｕma ｛1991 ｝ に よ る ． Ｃ･-ｌ は 古 地 磁 笈

層 位 区 分 の 磁 涵 歸 ． ＣＮ は ， ナ ン ノ1ﾋ 石 罘 。 こ の

図 はNiil ｓｕ・a 0992 ） のFig.22 を 小 山 ほ か （牢

号 ） に 従 っ て1 尹豆 サ イ ク ル の 畔j12 の 年 代 をal

正 し た も の で あ る.

Fi・ 3　Collisions! pr ｏｃｅｓs in lhe northern end 01 11e

】2U Ｖｏｌｃａｎｉｃ ＡＩ･ｃ.Neogene SlaSes and glclogic

age lllas ｅslork ar ｅ based on Niilsuata （1991 ）.

Ch-2 : Chronozonc af 114p 】ctostraUgraphy.  CN

:Nanno-fossil biostratigrapltic 2ona(ton. TIle

age 011he SI ㎎1 2 11 1he lz ● cycle is changed

frｓ lhe original li 胼re221 皿 陥 心1111 ｛1992 ｝，

ｂｇsｅｄ ｃｌ χｏyａ●ａ el al. (this volume)｡

では，松崎隆起帶が銭洲海嶺に対応して形成さ

れ，その松崎隆起帶は石花海ゴージにおいて。現

在，沈み込み・衝突を行ない，トラフ軸郤の堆積

物の流出を湖|限している（新斐ほか，1990 ）。伊

豆サイクル前の丹沢サイクルでは，時期２に丹沢

|||圸のi!g方にある御坂隆起１:が形成された。丹沢

サイクルの時期５における三角州・海底爵状地の

発達を証拠付けるのは，甲府盆地南西方で陶坂|委

起帯の北西方に分布する巨人な礫岩体である曙礫

岩の存在である（新妻，）991）。

５．銭洲海壅の形成機構

伊Ｍ弧衝突過程に新たに導人された時期２と時

期 ５は．共に鍍洲の形成・沈み込みに関係してお

り，銭洲およぴ伊豆サイクルの松崎隆起帶の沈み

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. 11992 ）



込みが，伊豆弧の衝突遇程を知る上で重要な霜と

なっている。銭洲の形成に鬩しては, KAIKOfth

両における 反射波 地震探査{Le Picllon el al.,

198?} によって，銭・ 海嶺の徇1!|』に北傾斜の大規

模な避断層が発見され，捨造運動に伴う大規模な

隆起によって形成されたこ とが明らかにされた

(図６)。水路郤の行なった多重反射地震探査配鍬

を再検討した結果によると。この逆噺層は地殻と

マントルの境界であるモホiiを切断し，上部マン

１ルにまで達しているとのことである( 徳山，

1991)。

このようにマントルにも及ぷ大規模な断旭運動

が起こる理由は，プレートの幾何学から容易に理

解することができる。プレート沈み込み境界が直

線状の場合には。プレートはそのまま沈み込むこ

とができるが，直総状でない鳩合にはプレートが

地下で余分になり折れXIIIがるか（沈み込み境界の

角度が沈み込み側から見て180度以下の場合），不

足して切断・分離するか（180度以上の場合）の

何れかでなければ沈み込めない（図7a ，b）。フ

ィリピン海プレートの沈み込み境界は.N10E の

駿河トラフとN55E の南海トラフが銭洲北西方で

接続しており，沈み込む境界の角皮は225皮で180

度より大きく，プレートが沈み込むためには，沈

み込みプレートが切断・分離されていなければな

らない。沈み込み境界の屈曲部である駿河トラフ

と附海トラフの接合部の海底において切断・分離

か起こっている証拠は見出されていないので，こ

のような切断・分離はプレートがもっと地下に沈

み込でんから起こっているものと予想される。沈



図 ６　 駿 河 ト ラ フ ・旧 海 ト ラ フ 海 域 の 海 底 地 彫j5 巓 図(.|･. 一新 妛el か ，19901 と 銭 洲 雌 嶺 の 反 射 波 廸

健 探 査 断 面( 下:Lc Ｐｉｃｈｏｎｅｌａｌ..1987) ． 反 射 波 地 震 探 轟 断 面 の 位 置4S 上 図 の 隷 ａ。

Pifi. 6　Bird-eye ｙieｗ ａｎ ｈｅ ｇｉｏｌｃｌ･phelｑｉｃ ｋａＣＩreｓ ohhe Suruga Trough and Narkai Trough

(upper figure : Niil ｓll●a el a..  1991)  .  S. G : Sen011111 Gorge. S.  B.:Se ●011111 Bank.  Z. B.:

Zenisa Bank. Ｇ.:Gorg ≪. C.
 ･
 Canyon,  white  n｢row 

； amollnl and dir ｅｃｌｉｏ龠０【ｌｈｅ ｍ０１１０１ ０１ tke

Phil ㎞pine S 軸Plate.  Interpretation of s ｉｎｇｌｅ chanael seismic profile ａｃｎ]ss Ihe Zenbu Ridge

(l・ｗｅr figure : Le Pjch ・ｎ ｅｌ ａｌ..198η.The position of  the profile is s110wn a ｓ Ｌｉｌｅ ａ ｉｎ ｌｐ･

per ligll'ｅ.

み込みプレートの切断無しに，jl割|け る境粱に沿

ってプレートが沈み込むと. Jiiり|||点の沈み込み側

に上方に突き上げる力が働き，沈み込みが継続す

ると，その力によって沈み込み前のプレートが切

断される（図7e3. この力は沈み込み境界線の２

等分翦上に蝨も大きく健くが，銭洲はこの２等分

線上に位置し．伊豆弧におて火1】,|軸から45km も

曝れた位置にもかかわらず洩海域を呱成している

1柘

串 実 は， プ レー ト幾 何 学 から 予測 され る上 列･機 構

を支 持 し てい る。 す な わ ち ， 銭洲 海 嶺 の］匆鬪 の 人

断削 は， 肭11Ⅲし た 沈 み込 み境 界に 沿 っ てプ レ ート

が沈 み 込 む ために 必 然的 に 起 こる プ レ ー トの 切断

な の であ る。 伊・ 弧 の衝 突 過 程に お い て丹 沢 ・伊

豆 ・七Ｑ の ３つ の サ イク ルい ず れに お い て も時 川』

２に 銭 洲 に 対|心す る 隣起 帋 が形成 されてお り ，こ

の 形成機 構 の必 然 性 か 支持 され る。

Proc.  JAMSTEC Symp, Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ･ ｛1992 ｝



而（堆積 而）の傾斜は15-30 度と余り乱 されてお

ら ず，正 断層 や破砕 帯が癸達して いるこ とであ

る。

地層湎は北北西の走向で西に傾斜 しているが，

こ の層理而の傾黝方向は，伊豆海脚 という高まり

か静詞側崖に押し廻ける際に予想される傾勲と合

致することから，伊豆海脚 の衝突に よって形成さ

れた もの と考 えら れ る。 た だ し， こ の傾 効は

Is-30 度 程度 と激しい ものではないので， 有孔虫

穀が受 けた著しい変形の要因としては，この伊豆

海脚 の衝突 よりは，松崎隆起帯の通遇に よるもの

と考 えられる。

シルト岩 の年代ｶ91-92 万年前のこ とで あるの

で，このシ ルト岩が堆積 したのは，伊豆サイクル

の時jUj 3であ る。この時期には，伊豆地塊前面の

沈み込み境界か， 現在のように屈11 しておらず，

陸域 からの堆積物がトラフ底に広く堆積 していた

とする予側を支持している。松崎隆起昏 の方μI］が

Ｎs5E であ り， フィリピ ン海プ レートとユ ーラシ

アプ レートの相対迎動が現在と等しい （オイラー

極 が 北 緯48.23 度， 東 経156.97 痩， 回 転 角 が

｜｡085°/Ｍａ；瀬野，1992 ）とする と，石花海ゴー

ジにあ る松崎隆起帯の伊豆ゴージ通過年代は，90

万年前と算山 され，堆積年代 とほ4ま等 しくなる。

こ のこ とは，こ のシルト岩の堆積は，松崎隆起幣

のすぐ北側で堆積し，その後ただちに松崎匝起帯

に沈み込まれたこ とを示峻している。こ のシルト

岩は， 西南方向で 北側落ちの正断層や破砕帋によ

って切られているが。この方向はフ ィリピン海プ

レ ートの迦動方向であ るN40 ｗ 方向 にほぽ 直交

するこ とから。 松崎隆起帯 という高 まりがプレー

ト遡動によって通過した肢に，引 っ張 り応力が働

い たために形成 されたと考えられる。この正断刈

の方向lj シーピ ーム海底地形岡にも断差 として現

われている （闊８）。御繭峪illlから静I哨II･にかけ

ての駿iiljトラフ西側はフ４リピン海プレートの違

勁方向 にil｛行する誨豼が分布しているが， その海

嶺の北東側がプレート迎動方向にずれている（1司

６）。こ のずれは， 松崎 陵起帑 という商 まりが沈

み込 んだために生じたもの と予想される。

IJt豆ゴージの東方には，肉 海トラフの延長郎に

当 たる石廊海底谷が発達 しており，フ ィリピン海

プレ ートに欷る 伊豆の静閥 側への掬突が終･r する

６．伊豆弧衝突過程と潜航飼査結果

伊豆サ イクルにおいて も， 丹沢か衝突し，沈み

込み塊 界がljlnlllするこ とによって松崎隆起帶が形

成され （丹沢サ イクルの時期５と伊豆サイクルの

時期 ２），そ の後沈み込 み塊界は丹沢地塊の南 側

の足柄地域に移動 して直線的 になり （jl沢サイ ク

ルの畤jU）6｝， 伊豆地塊 の沈み込 み（伊豆サイ ク

ルの時1り）３）と衝突｛時jり14｝が起こ り，直線状

で あ った沈 み込 み境 界も次 第に1111111した （時jl

5 ）。 こ のような 伊豆地塊 の衝突 過程の|剛 こ， 伊

豆の南西に仲びる松崎ll 起昏はIS 圖剛に沈み込み

を絞け， 石花海ゴ ージに迷している。 従って，松

崎 隆起;;17は伊豆ゴ ージの静岡 鯏の崖 の下に沈み込

んで通過 したはずである。

伊豆ゴ ージには伊豆側から 伊豆海脚が張引1,Sし

て おり， それが静岡 側に衝突を開始 して いるこ と

が予測 されるので， 伊豆ゴ ージのシルト岩には，

以 前に起こ った松岾 隆起帶 の通過とd11近始まった

伊 豆海脚の衝突 とい う２つ の出来事がX己録されて

い るこ とになる。

今回の伊豆ゴ ージ潜航調査で明ら かになったこ

とは，節1叫儺|ｉ のシ ルト岩の年代,a・1-92 万年前

であり， 宥孔虫殼が著しく変形しているが，地層

Prｏｃ. JAMSTEC ｓymp. Deep Sea Hes. (1992)



と，プレート境界がここに移勁するものと予想さ

れている（伊豆サイクルの時 期６）。あるいは既

にプレート塊界としての機能を果たしているかも

しれない。既に新生プレート境界が機能している

とすると，プレート境界としての石廁海底谷形成

に関係する断裂運動が開始されているはずであ

り，この断裂迎動の有無が重要となる。

伊豆ゴージの伊豆鉗崖に発達する地塁状の地形

は，これまで行なわれた駭河トラフ伊豆偏嵐での

潜航調査では見付けられておらず，この地域に特

宥なテクトニクスを反映していると考えられる。

142

1刈８　KAIKO 紳i 帽 こよ る 伊 豆 ゴ ー ジ の 周 辺 の シ ー ビ ー ム 海 底 地 形 図 （KAIKOlRes. Ｇrｏｕp.1986 ） と

「 し ん かい6500 」 第62 潜 航 地 点 。

Fig.8　Sea-| ）叩nlll 啅 ｏｎ ｈｅ Izu ｇｏrｇｅ (KA1K0 Ｉ Ｒｅｓ. Ｇrｏtlp，1986 ） ａｎｄ Ｄｉｙe 62 01 s ｕbnler ｓible

¨Shinka1 65001 ‘

PfOC,  JAMSTEC Symp. Deep Sea ＲｅＳ，（1992 ）

KAIKO 計画のシーピーム海底地形では． 伊豆ゴ

ー ジのiXI･豆偏 を構 成 する伊 豆 海脚の 南 に.

N60-70E 方向の断埴地形が多数発達しているこ

とが読み収 れ（図８），戳しい地殻変動の存在を

予想で きるが．この地盤状地形も新生プレート境

界の石廊海底谷形成と闊迎して形成されたものと

考えられる．

伊豆側の地塁鈿の方向が北北西方向であり，地

形ｌ でもこの方向と直交する方向の断裂がみら

れ，東北東方向が石廊海底谷の方向と一致してい

ることから，新止プレ ート境界カq覯能し始めてい



ると琴えられる。

７．潜航調査中の潮流とゴージ底の地形

海底付近の潮流は，潜航調査の成否を支配する

重要な要素である。特に梅底地形力噌!まるゴージ

においては，潮流の速度が大きくなるので重要で

ある。

潮流は11時30 分の羞底時には南へ0.3 ノ。卜で

あった が，13時頃には廁から西南西へ方向を変

え，14時 には伊豆側の崖の所で北へ0.8-0.9 ノッ

トにも達した。この変化は月齢からの予想と良く

一致している。今後，』齢による潮流の予洲は潜

航調査立案の為に役立つであろう。

伊豆ゴージにおけるゴージ底の深度は，節岡側

と伊豆蒭との屋下で大きくなっており，中央部は

浅くなっている。このゴージ底の地形は，干潮と

渦潮に対応する流れがそれぞれ異なった側を強く

流れるために形成された ものと考えられる。

潮流の影響は屆付近で大きくなり，操船自身も

困嫐となる場合 もあったが，今回のi酋航飼査で

は，研究者が記録用ビデ オの操作，特に熊点合わ

せを行なわねばならず，濕流によって向きの変わ

る崖についての直視観察や写真撮影を充分行なう

ことができなかったのは残念であった。

謝　　 辞

山形大学理学部の剛旺ﾖ|尚武氏にはナンノ化石を

検討していただき，静岡大学理学部の北里　洋氏

には有孔虫化石を検討していただいた。海洋乖|一学

技術センターの「しんかい6500」運行チームおよ

び「よこすか」の乗訊員の方々には，潜航調査中

およぴその繭詼の炎科の収集・螫理において種々

便宜を計っていただいた。静岡大学教育学部の小

山真人氏には，本報告をまとめるに当たり對鵈し

ていただいた。以上の方々に厚くお礼申し上げ

る。

番 考 文 献

KAIKO I Research Group, 1986,  Topography  and

structure 01 trenches around Japan-date alias

ｃｆ Franco-Japanese KAIKO Project. Phase l-

Tokyo Univ. Press ，305p･

小山真人 一新斐信明 ・符野I簾－ ・商木走介 ・内 村

Proc. JAMSTEC Symp. ０ｅｅｐ Sea Res. 0992 ）

竜 一 一吉 田 智 治 ・ 唐 沢 譲 ・ 田 邉 裕 高 ， 駿 河

ト ラ フ 伊 豆 側 斜 面 の 地 質 と テ ク ト ニ ク ス ー

ｒ し ん か い20CO
』
第579 潜 航 の 成 果 － ， 海 洋 矜

学 技 術 セ ン タ ー 試 験 研 究 報 告 ，「 し ん か い 」

研 究 シ ン ポ ジ ウ ム 特 集 ８ ， 本 号.

Le Pichon. χ. 】iyama.  T,  Chamley.  HL.  Char-vet.

M.  Faure.  M..  Fujiraoto,  H..  Furuta,  T..  Ida.

Ｔ.， Ｋａｐ ｍｉ， Ｈ.，Lallem 加t.  S..  Leggett,  J..

Murata.  A..  Okada.  H..  Rail  gin. C.,  Renard.  V..

Taira.  A.  and Tokuyama.  H..  1987,  The easI･

ern and western ｅｎｄs ｏｆ Naokai Y  rough : ｒｅ･

suits Of Box 5 and Box ？ Kaiko  survey.  Earth

戸la,衂1.SEi.Z.111..83.199-213.

Mats ｕda. Ｔ・kihik ・ ａ●d Niit ｓｕｍａ. Ｎｏｂｕki （eds. ），

1989.  "Collisoion tectonics in the South Ｆｏssa

Magna. central Japan" . jMadall （;IoI. ，14 ，

1-152.

Niilｓｕ, ａ, Ｎｏｂｌａｋｉ （ed. ）.1990. “Collis Ｑｉｏｎ tｅｃtｏ･

nics in tbe South Fossa ＭａＳｌａ,ｃｅａtｒalJapan ”

, Modern  Gtot..  15,315-411.

新 妻 信 明,  1991. 駿 河 ト ラ フ に お け る プ レ ー ト 沈

み 込 み と 南 部 フ ォ ・ サ マ グ ナ の 地 質 ， 月 刊 地

球 ， 号 外3,  174-179.

Niits ｕｍａ，Nob ●aki ，1991. ＣＱ●p ｕteｒ recoostriiciton

ｏｆ the Neogele tectonic his10 】-y 01 tie

Japanese Island Arcs.  Prof.  H. j 陥 恥ｊａｓ

Ca 扁ｕI.14jl, １１１.203-213.

Niitｓｕ ｍａ. Ｎｏｂｕaki. 】992 ，Ａｒｃ-ａrc eo 】liis心nion Ill

lhe South Fossa Ma 羃ｎ.central Japan. 29th

IGC Field Trip Guide Book ， 2.109-149. Ｇａ）I

Sll･ｖ.Japan. Ｔs ｕkｕba.

新 髪 信 明 ・ 大 尿 謙 一 一狩 野 鎌 一 一和 田 秀 樹 ・ 佐 膝

牋 一 一渋 谷 朝 紀 ・ 竹 内 真 司 ・ 吉 田 智 治 ・ 大 浦

坂 勝 利,  1990, 駿 河 ト ラ フ に お け る プ レ ー ト

沈 み 込 み の 直 視 観 察 ， 海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー

試 験 研 究 報 告 ，「 し ん か い2000 」 研 究 シ ン ポ

ジ ウ ム 特 集6 ，261-Z76.

顧 野 徹 三 ，1992 ， フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ー ト 運 鋤 の 研

究 史 ， 月 刊 地 球 ， 号 外5 ，46-50.

cill 英 一 ・ 小 泉　 透 ・ 芦 寿 一 郎 ・ 平 朝 彦.

】991 ， 御 前 崎jll>南 海 ト ラ フ 陛 側 斜 ｉ の 構 造 と

そ の 形 成 史 ， 地 質 学 会 講 演 要 旨 ，98.351.

14j



写 真 ｌ　 伊 豆 ゴ ー ジ 静 岡 側 喩 に 露 出 す る シ ル ト 岩 に 発

速 す る 正 断 層 。12 畤22 分37 秒 ， 水 深3402 ・ 。

Photo I　Stepwise  normal faults in  the sillｓlc●ｅ ｉｌｌｅr･

calating　saids 吻>ne　lay でrｓ　a1　11e

Shituoka-side d 廈of the Izll Gorge. 12:22

:37 3402 ほ

写 爽 ３　 伊 豆 ゴ ー ジ 伊 豆 偏 趨 に 地11 状 地 形 を な す 玄 武

岩 溶 岩 露 頭

Photo ３　Basalt lava of the tiorst al lhe l 冒ｌ-side or  Ihc

lzｌ Gorge.  13:41:15 3418m

写 真 ２　 伊 豆 ゴ ー ジ 節 岡 側 の シ ル ト 岩4 こ狄 在 す る 軽 石　 写 真 ４　 伊 豆 ゴ ー ジ 伊 豆 側 趨 に 地1:1状 地 罷 を な す 火 山

火|||層 。121 辱Z8 分 詞 秒 ， 水 深3383 。｡　　　　　　　 角 礫 岩・ 頒

Photo　2　Punice lay ｅr in the siltsl ・･e al lhe　Piobo 4　Volcanic br ｅｃｃｉａ ｏｌ ｌｉｅ ｈｃｌ･ｓl al the lzｌ-ｓi(le

Shizuoka-side Cliff cn)le I/U Gorle. 12 : 28　　　　　01 the Izu Gorg. 】4 : 25 : 37 3322 聞

:54 3383m

M4 Pfx）c. JAMSTEC Symp, Ｄｅｅｐ Sea Ｒｅｓ. （1992 ）
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